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要旨
　子供たちの生活の場である小学校と山口県立大学食育プログラム開発チームが連携して、食育体験プログ
ラムを実施した。プログラムは視覚や嗅覚といった感覚を用いて食べ物についての興味・関心を高めるとと
もに、食べ物を摂取した際に無意識に行っている咀嚼および消化の仕組みについて学び、自身の体について
考えるきっかけづくりとなる食育活動とした。本研究では、このプログラムの有効性について検討した。
　小学校 1 年生 108 人を対象とした。食育体験プログラムでは「食べ物の断面の特徴や前歯の役割」「食べ
物のにおいの特徴や奥歯の役割」「咀嚼による唾液分泌促進がう蝕や歯周病予防につながること」「咀嚼や唾
液が食べ物の消化を助けること」の 4 つをテーマとした活動を行った。評価には、食育体験プログラム実施
前に行った事前ワークシートと実施後に行った当日ワークシート及びふりかえりシートを用いた。ワーク
シートは 4 つのテーマについて 2 問ずつ正誤問題を設定した。
　その結果、実施前と比較して実施後の当日ワークシートにおいて、8 問中 6 問について正解した児童の数
が有意に増加した。ふりかえりシートでは「給食はよく噛んで食べたよ」等、実践したことを記述した児童
が 30.6%、「これからはよく噛んで食べたいです」等、実践意欲を記述した児童が 12.0% みられた。
　本食育体験プログラムの実施により、食べ物の特徴および咀嚼の大切さや消化の仕組みを学ぶことで、食
べ物への興味・関心を高めるのみならず、自身の体と結び付けて食行動や考えを変えるきっかけになったと
示唆された。

　A food education experience program was conducted through the collaboration between an elementary 
school, as  the setting of children’s daily  lives, and the  food education program development  team at 
Yamaguchi Prefectual University. The program was designed to  fulfill  the  following goals:  to  increase 
children’s interest in food by applying their own senses, such as vision and smell, to teach them about the 
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involuntary mechanisms of chewing and digestion that occur with food intake, and to encourage them to 
reflect on their own bodies through these processes. The study investigated the efficacy of this program.
　Participants were 108 children in the first grade. The food education experience program covered four 
topics: characteristics of food cross-sections and roles of the front teeth, characteristics of the smells of 
food and the roles of molars, chewing as a way to promote salivary secretion and the associated effects 
of periodontal disease prevention, and the roles of chewing and saliva  in aiding digestion. Assessment 
was made by a preliminary worksheet administered before  the  food education experience program, 
a worksheet administered on the day after conducting the program, and a reflection worksheet. The 
worksheets consisted of two true-or-false questions on each of the four topics.
　The number of children who answered six out of the eight questions correctly increased significantly 
between the preliminary and post-program worksheets. Nearly a third (30.6%) of the children mentioned 
that  they applied their newly acquired knowledge, such as “I chewed a  lot during the school  lunch.” 
Meanwhile, 12.0% mentioned their desire to apply their knowledge in practice, such as “I want to chew 
well from now on” in the reflection worksheet.
　Our findings suggested that the present food education experience program allowed the children to 
learn about the characteristics of food, the importance of chewing, and the mechanisms of digestion, which 
increased their interest in food. They were also inspired to link the knowledge to their own bodies; thus, 
the program provided them with an opportunity to change their behaviors and beliefs related to eating. 

序論
　ヒトが生命を維持し活動するためには栄養素が必
要不可欠である。その栄養素は食べ物として摂取さ
れ、口腔から始まる消化管で分解される。そして、主
に小腸から必要なものが体内に取り込まれ、エネル
ギー源や体の構成成分等に変化し利用されるといっ
た消化・吸収・代謝の過程をたどる。その始まりで
ある咀嚼とは、口の中に摂取された食べ物が前歯や
犬歯によって咬み切られ、舌や頬の協調的な作動に
よって臼歯部に運ばれ、咬み砕かれ、それが唾液と
混じり合って食塊となり、嚥下される過程をいう 1）。
咀嚼の意義としては、（1）食べ物を咬断、粉砕、臼
磨し、食塊を形成して嚥下しやすくする、（2）味覚
を刺激して唾液や消化液の分泌を促進し、消化管で
の食べ物の消化・吸収を助ける、（3）口腔内組織の
血流を増加させ、その健康保持と生理的発育を促進
する、（4）食べ物を咀嚼することにより心理的な満
足感を満たす等の働きがある 2）。
　食に関する指導の手引きでは、ゆっくりよく噛ん
で食べることの大切さが記載されている 3）。また、
第 2 次食育推進基本計画では、「よく噛んで味わっ
て食べるなどの食べ方に関心のある国民の割合」の
増加が目標として掲げられた。しかし、平成 27 年
度に公表された最終報告では現状値 71.1％と作成時

の 70.2％から増加したものの、当初の目標であった
80％以上には到達しなかった 4）。さらに、第 3 次食
育推進基本計画では、行動変容を目指した「ゆっ
くりよく噛んで食べる国民を増やす」（H27 年度
49.2% → H32 年度 55% 以上）という目標が策定され
ている 5）。摂取する食べ物の内容だけでなく、食べ
方についても興味・関心を高めることが求められて
いる。
　しかし、平成 27 年度の乳幼児栄養調査では、2 ～
6歳児の保護者の9.5％が子供の食事で困っているこ
ととして早食い、よく噛まないと回答している 6）。日
本歯科医学会重点研究委員会が実施した「子どもの
食の問題に関する調査」でも、幼稚園、保育園へ通っ
ている園児の保護者へのアンケート結果より子供の
食事についての心配事として、よく噛まないとの回
答が 16.1％であった 7）。白川らの小学校 1、2 年生の
子供の母親を対象としたアンケート調査でも、子供
はよく噛んで食事をしているか、という設問におい
て、あまり噛んでいないと思うとの回答が 26.9％で
あった 8）。幼少期からの正しい咀嚼は重要であるも
のの、一定数の子供において咀嚼に関する問題があ
り、保護者が悩んでいることが推察される。本来、
保護者は子供たちの見本となるはずであるが、共働
き世帯や核家族の増加により家庭で食に関する知識
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に触れる機会が減少しているなど、家庭における教
育力低下が問題となっており 9）、咀嚼について保護
者が正しい知識を持ち合わせていない可能性も考え
られる。
　これらの問題を解決するために、山口県立大学看
護栄養学部栄養学科食育プログラム開発チーム「食
育戦隊ゴハンジャー」が子供たちの生活の場である
小学校と連携し、食育体験プログラムを実施した。食
育体験プログラムは、五感のうち視覚、嗅覚を用い
て子供たちの食べ物への興味・関心を高める内容か
ら始まり、食べ物を摂取した際に無意識に行ってい
る咀嚼および消化の仕組みについて学ぶことのでき
る内容とした。咀嚼や消化の仕組みを学ぶことによ
り、自身の体について考えるきっかけとなり、小学
校での給食や家庭での食事において、よく噛んで食
べることを実践できる構成とした。本研究では、食
育体験プログラムの有効性について検討を行った。

２．方法
（1）対象
　A市内のB小学校に通う1年生 4クラス117人の
うち、事前ワークシート、当日ワークシート、ふり
かえりシートの全てに回答し、かつ、食育体験プロ
グラムに参加した 108 人を対象者とした。

（2）食育体験プログラムの実施内容
　山口県立大学看護栄養学部栄養学科食育プログラ
ム開発チーム「食育戦隊ゴハンジャー」により実施
した。本チームが従来行っている五感を用いた食育
活動のうち、視覚、嗅覚を用いて、食べ物には断面
やにおい等に特徴があることを学び、食べ物への興
味・関心を高める食育体験プログラムをベースとし
て、食べ物の特徴のみならず、「よく噛んで食べるこ
との大切さを知り、実践しようと思うこと」を目的
とした活動へと繋げた。
　食育体験プログラムは、アイスブレイクや劇、食に
関するブース、ふりかえりで構成した（表 1）。劇で
は、児童をストーリーに巻き込み、楽しみながら食
に関するブース活動に取り組めるようにした。劇で
用いた給食は、食育体験プログラム当日に児童が食
べる献立と同じ内容とする等、活動で学んだことを
自身の生活に置き換えて考えられるよう配慮した。
食に関するブースは、「食べ物の断面の特徴や前歯の
役割」「食べ物のにおいの特徴や奥歯の役割」「咀嚼
による唾液分泌促進がう蝕や歯周病予防につながる

こと」「咀嚼や唾液が食べ物の消化を助けること」の
4つをテーマとした活動を行った。これにより、食べ
物の断面やにおい等の特徴を学ぶ食べ物をテーマと
した食育活動から、前歯（切歯）や奥歯（臼歯）の
働き、さらには咀嚼や唾液の働きを学ぶヒトの体を
イメージした食育活動へと繋げた。また、各ブース
の活動内容に沿って、家庭での継続を促すための声
掛けを行った。ふりかえりでは、この食育体験プロ
グラムを通して感じたことや気づき、学び等を整理
し、自身の生活に繋げるきっかけづくりを行った。

（3）調査内容
　表 1 に示した通り、食育体験プログラム実施前に
食べ物の特徴やしっかり咀嚼することの大切さに
ついて、児童にどの程度の知識があるのかを把握す
ることを目的とした事前ワークシートを記入させ
た。さらに、食育体験プログラム実施後には児童が
食べ物の特徴やしっかり咀嚼することの大切さに
ついて、どのくらい理解できたのかを把握するため
に当日ワークシートを記入させた。事前ワークシー
トと当日ワークシートは同一の内容とした。ワーク
シートでは、食育体験プログラムの内容と関連させ
て正誤を児童が○×で選択して回答する食べ物ク
イズを 8 問、児童自身の気持ちや状況を把握するア
ンケートを 2 問設定した。また、食育体験プログラ
ムから児童が感じたことや気づいたこと、学んだこ
と等を把握することを目的として、自由記述で回答
するふりかえりシートを記入させた。尚、両ワーク
シート及びふりかえりシートは各学級担任指導の
もと記入させた。

（4）統計処理
　統計解析はIBM SPSS Statistics Version26.0を用
い、食育体験プログラム実施前後で児童の回答がど
のように変化したかを、McNemar 検定により比較
した。

（5）倫理的配慮
　本研究は、山口県立大学生命倫理委員会の承認

（承認番号 29-28）を得て行った。また、食育体験
プログラムの参加者全員の保護者に「研究の目的
や内容」「参加撤回・辞退の自由」「個人情報の保
護」「得られたデータの利用範囲および研究成果の
公表」「研究に参加することで得られる利益と不利
益」を文章にて説明し、同意が得られた上で実施し
た。
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表1 食育体験プログラム概要

容内入介時日

2017年9月4－8日　　  〈 食育体験プログラム実施前 〉 事前ワークシート実施

2017年9月11日　　    〈 食育体験プログラム実施 〉

・アイスブレイク 児童の心と体の緊張をほぐす。

・劇（導入）

・食に関する4つのブース

 ①断面当てクイズ ・食べ物は切る場所や角度により、断面が異なることを学ぶ。
・食べ物をかじるときには前歯（切歯）を使うことを学ぶ。
【 継続支援 】様々な断面を探すように促す。

 ②においで当てようクイズ ・食べ物をすり潰すときには奥歯（臼歯）を使うことを学ぶ。
・よく噛んで食べると、食べ物のにおいや味が感じやすくなることを学ぶ。
【 継続支援 】よく噛んで食べるとにおいや味を感じやすいのか実践を促す。

 ③しっかり噛んで丈夫な歯 ・よく噛んで食べることにより、唾液の分泌が促進されることを学ぶ。
・う蝕予防を中心に、唾液に殺菌、洗浄効果があることを学ぶ。
【 継続支援 】よく噛むことがう蝕や歯周病予防になることを伝える。

 
 ④しっかり噛んで丈夫な体 ・よく噛んで(目安30回)食べることにより、食べ物の消化を助けることができることを学ぶ。

・食べ物の消化を助けることにより、体に効率よく栄養素を取り込むことができることを学ぶ。
【 継続支援 】よく噛むことが食べ物の消化・吸収を促進し、健康な体をつくることを伝える。

〈 食育体験プログラム実施後 〉 当日ワークシート及びふりかえりシート実施

食に関する4つのブースで集めた食材をまとめ、給食を作り、主人公にごはんのおいしさに気づかせる。児童がプログ
ラムを通して感じたことや気付き・学びなどを整理し、自身の生活へつなげるきっかけとなるよう配慮した。

食べることに興味がなく、偏食の主人公の目を覚まさせるため、おいしい給食作りに必要となる材料探し（食に関す
る４つのブース）に行く設定で、児童をストーリーに巻き込み、楽しみながら活動に取り組めるように構成した。

・劇（まとめ・ふりかえり）

３．結果
（1）事前・当日ワークシート
　食育体験プログラム実施前後で実施した事前お
よび当日ワークシートにおける各項目の記入内容
の変化を表 2 に示した。事前ワークシートの食べ
物クイズでは、「よく噛んで食べることが元気な体
に大切である」との設問で正解した児童が 86.9％、

「よく噛んで食べることで食べ物の栄養の素を体の
中で働きやすくすることができる」との設問で正解
した児童が 96.3％と高値であったが、その他の設問
では正解した児童が 44.9 ～ 61.9％に留まった。
　食べ物クイズでは、各設問に正解した児童の割合
について、事前と当日の結果を比較すると、「食べ
物は切る向きを変えても見え方は全部同じである」
との設問では 61.1％から 87.0％に（p=0.000）、「食べ
物を噛み切るためには前歯を使う必要がある」との
設問では 57.1％から 77.1％に（p=0.002）、「よく噛む
ことで食べ物のにおいや味を感じやすくなる」との
設問では 61.9％から 91.4％に（p=0.000）、「よく噛
んで食べると唾液がたくさん出てくる」との設問で
は 44.9％から 88.8％に（p=0.000）、「唾液には虫歯
から歯を守る働きがある」との設問では 46.3％から
94.4％に（p=0.000）、「よく噛んで食べることが元気

な体に大切である」との設問では 86.9％から 94.4％
に（p=0.039）、正解した児童の割合が有意に増加し
た。
　アンケートの 2 項目「食べ物について詳しく知り
たいと思いますか」「ごはんを食べるときによく噛
んで食べようとしていますか」では、事前と当日で
の記入内容に有意な差はみられなかった。しかし、

「ごはんを食べるときによく噛んで食べようとして
いますか」との設問の回答理由について、データに
は示していないが、複数名が記入した内容をみる
と、事前で「元気な体になりたいから（8 人）」「食
べ物のことをよく知りたいから（4 人）」「楽しいか
ら（4 人）」等の意見から、当日では「のどに詰まる
から（21 人）」「唾液が出るように（11 人）」「栄養
をとるため、栄養が働きやすくなるから（7 人）」等
の噛むことの大切さをイメージしたより具体的な
内容への変化がみられた。

（2）ふりかえりシート
　児童が記入した自由記述による回答を一文ずつ
に分割し、今回の食育体験プログラムにおいて特に
伝えたかった「噛む」というキーワードを含む記述
を抽出すると、「食べ物をよく噛んで食べると元気
になることがわかった」等、児童の 55.6％によく噛
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表3 ふりかえりシート回答 「噛む」を含む記述のうち実践・意欲を示すもの（回答者数108人）

）％0.21（人31 述記す示を欲意践実）％6.03（人33 述記す示を践実

）7（すでいたべ食でん噛くよはらかれこ）32（よたべ食でん噛くよは食給
）7（すでいたみ噛んさくたにうよいならなに歯虫）5（たしまみ噛回03で食給

）2（るすにうよむ噛くよてっ張頑を飯ご）3（たしまみ噛回03を飯ご
100回噛んだ これからは、しっかりよく噛んで健康でいきたいです
よく噛んだよ
よく噛んで食べるとおいしいね（3）
給食で頑張ったこと30回噛んでおいしかったです
食べ物をよく噛んで食べたらよく味がわかったよ
食べ物をよく噛んで食べると元気になることができたよ

＊類似の回答が複数あった場合は、まとめて( )内に人数を示した。

むことを意識した記述がみられた。これらの記述の
うち、30.6% は「給食はよく噛んで食べたよ」等の
実践したことを、12.0% は「これからはよく噛んで
食べたいです」等の実践意欲を示す記述がみられた

（表 3）。

４．考察
　近年、よく噛まずに食べ物を飲み込んでいること
や、家庭で食に関する知識に触れる機会が減少して
いることなど、子供を取り巻く食に関する問題を耳
にすることが多い。このことは、第 3 次食育推進基

本計画や食に関する指導の手引きなどでも指摘さ
れている 3）、5）。今回、これらの問題を解決するため
に、本学食育プログラム開発チーム「食育戦隊ゴハ
ンジャー」が小学校と連携し、食育体験プログラム
を実施した。食育体験プログラムは、五感のうち視
覚と嗅覚を用いて子供たちの食べ物への興味・関心
を高める内容から始まり、食べ物を摂取した際に無
意識に行っている咀嚼および消化の仕組みについ
て学ぶことのできる内容とした。咀嚼や消化の仕組
みを学ぶことにより、自身の体について考えるきっ
かけとなり、小学校での給食や家庭での食事におい
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て、よく噛んで食べることを実践できる構成とし
た。
　今回の食育体験プログラムでは、児童が活動に主
体的に参加することで日常生活に繋げやすくなる
と考えた。そこで、児童が食育体験プログラム中の
劇に参加して登場人物を助けるという、劇のストー
リーに児童を巻き込む設定で全体の流れを構成し
た。食に関する4つのブースを回ることで給食の材
料を集め、その材料を用いた劇中の料理をその日の
給食の献立として提供する等、主体的に参加できる
ようにすることで、児童が終始楽しく学べるように
工夫した。鎗田らは楽しく学習できるように工夫し
て開発するプログラムは、子供にとっても楽しく学
習できるものである 11）ことを示している。ふりかえ
りシートの自由記述では、70.4％の児童が食育体験
プログラム内のいずれかの活動について「楽しかっ
た」または「おもしろかった」と記述しており、児
童が楽しみながら本食育体験プログラムに参加で
きていたことが推察される。
　食に関するブースでは、児童が内容を整理しやす
くするため、各ブースの活動時間を短くしてブース
ごとにまとめの言葉を設け、伝えたいことが明確に
なるようにした。また、ブースを移動しながら活動
することで、児童に集中と休息のサイクルをつくっ
た。作業内容にもよるが、一般的に児童の集中でき
る時間は短いとされている。Watanabe らは、学習
時間を分割し、休息をとることで学習効果を発揮で
きることを示している 10）。
　今回の食育体験プログラムでは「よく噛んで食べ
ることの大切さを知り、実践しようと思うこと」を
目的としていた。食育体験プログラム実施前後に
行ったワークシートにおける食べ物クイズでは、設
問 8 項目中 6 項目において、実施前と比較して実施
後で正解した児童の割合が有意に増加した。このこ
とより、本食育体験プログラムで目的としていた

「よく噛んで食べることの大切さ」を概ね伝えるこ
とができたと考える。一方で、食べ物クイズの「食べ
物をすり潰すために奥歯を使う必要はない」という
項目では、当日ワークシートで正解した児童は8.3％
の増加に留まった。この内容については、さらに児
童が理解しやすいように改善していく必要がある。
　ふりかえりシートでの自由記述について、今回の
食育体験プログラムで特に伝えたかった「噛む」と
いうキーワードに着目すると、「これからはよく噛

んで食べたいです」等の実践意欲を記述した児童が
12.0％、「給食はよく噛んで食べたよ」等の実践した
ことを記述した児童が 30.6％みられた。短期間での
結果ではあるが、当日の給食での実践に繋がり、本
食育体験プログラムで目的としていた「よく噛んで
食べることの実践」へのきっかけになったのではな
いかと考えられる。しかし、児童の行動変容という
視点では、今回の学びを家庭や児童の日常生活にお
いても継続させる必要がある。学校歯科保健参考資
料「生きる力」をはぐくむ学校での歯・口の健康づ
くり 12）では、歯・口の健康づくりは子どもの生活
環境や食生活の影響を受けるため、家庭や地域社会
との連携が不可欠であると示されている。川﨑が食
育は児童のみならず家庭に対して行うことが重要
である 13）と指摘しているように、今回の食育体験
プログラムで取り組んだ内容の家庭での継続支援
及び継続に関する調査が必要である。
　咀嚼という一つのテーマにおいて、咀嚼力や咀嚼
の大切さ等、様々な視点からアプローチすること
ができる。今回の食育体験プログラムでは、咀嚼
の大切さという視点から、食に関するブースにおい
て、よく噛んで食べると唾液分泌が促進されること
を伝えるパペット、唾液に含まれる消化酵素のアミ
ラーゼがご飯のデンプンを分解することを伝える
紙人形や実際に分解することが出来るデンプンの
構造模型、体内の食べ物の流れを表すボード等の自
作の媒体を用いて、児童が楽しみながら食べ物が体
内でどのように変化して利用されているかを学べ
る活動を行った。児童のワークシートの結果や「唾
液を初めて知りました」「よく噛んだら唾液がいっ
ぱいでる」「アミラーゼがすごかったです」「デンプ
ンをはずすのが楽しかったです」「ご飯に栄養があ
ることがわかった」などのふりかえりシートの記述
から、咀嚼の大切さについて理解したとみられる結
果や記述があった。そのため、パペットや模型など
を用いて児童の興味・関心を高める内容にすること
で、消化・吸収・代謝という栄養学的な難しい内容
でも児童に伝えることができる可能性が示唆され
た。時代とともに食生活が変化し、問題となってい
る咀嚼力については、測定や訓練の実施など、咀嚼
力の向上を目的とした食育について多くの研究が
行われている 14）～ 17）。しかし、その咀嚼力について
は今回調査できておらず、児童にどのくらいの力が
あり、十分に噛むことができているのかは明らかに
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できていない。咀嚼力等についてもアプローチする
ことで、さらに実践的な内容を児童に伝えられるの
ではないかと考える。
　本研究では児童の視覚や嗅覚といった感覚を用
いて食べ物についての興味・関心を高めるととも
に、食べ物を摂取した際に無意識に行っている咀嚼
および消化の仕組みについて学び、自身の体につい
て考えるきっかけづくりとなる食育体験プログラ
ムを実施し、その有効性を検討した。児童の事前・
当日ワークシートやふりかえりシートから、咀嚼の
大切さについて理解したとみられる結果や、よく噛
むことを実践したことの記述がみられた。そのた
め、食べ物の特徴を知り、食への興味・関心を持つ
ことのみならず、口から摂取した食べ物が、咀嚼に
始まり消化管でどのような形に変化し、さらに吸収
されて体内でどのような役割を持ちながら代謝さ
れていくのか、自身の体へ及ぼす影響を考えるきっ
かけづくりに活用できる可能性が示唆された。今後
は、自身の体は食べ物からできていることを自然と
意識し、体へ及ぼす影響を考え日常生活を送ること
ができるよう、児童や児童を取り巻く大人への継続
支援を視野に入れた食育活動を目指していきたい。
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